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舌根部,咽 頭部,喉 頭部等への刺激により誘発 さ
れ る,吐物を伴わない嘔吐様反射である。本症例
は重度GR患 者に対 して,部 分床義歯装着 までの
歯科治療を実施 したものである。
【症例概要】患者は初診時62歳の男性である。臼
歯部の冷水痛 にて他院を受診す るも,GRの ため
歯科用器具の挿入が不可能なことから,紹介によ
り本院附属病院を受診 した。重度GR,多 数歯 う
蝕,お よび慢性歯周炎と診断した。全身麻酔下で


























【結 語】重度GR患 者に対 し,全身麻酔下歯科
治療と系統的脱感作により部分床義歯装着までの
歯科治療を経験 した。
